


■ 「第１０回 ランドスケープデザイン学生設計競技」実施の趣旨 

本設計競技は、造園やランドスケープ、建築等を学ぶ学生に、都市の緑やオープンスペー

スに対する計画設計の提案の場を提供しようとするものです。次代を担う学生の斬新な発想

によって緑と潤い溢れる街づくりのための提案が行われることにより、当分野の今後の発展

に寄与するとともに学生と社会との交流の場のひとつとなることを目的としています。 

街区公園の設計から始まった本設計競技は、住宅や商業地、緑道など公園以外の身近な空

間を含むニュータウンの再生へ、さらに今後の日本の社会構造的の変化を視野に入れ、都市

戦略的なプログラムを含めた「農」による新しい風景づくりモデルの提示へと発展してきま

した。 

今年度は、歴史的な文脈が保全・継承された都市構造のなかに、近代都市機能が「置き去

り」にした空地に、ランドスケープ分野がどのように関わることが出来るか、あるいは関わ

るべきか、課題設定も含めて学生の皆さんと共に社会に問いかけを行いたいと考えています。 

 

■ 一般事項 

１．設計競技の名称 

本設計競技の名称は、「第 10 回 ランドスケープデザイン学生設計競技」とします。 

※本学生設計競技は、昨年度より「みどりの５団体合同フォーラム学生設計競技」から

「ランドスケープデザイン学生設計競技」と名称変更致しました。 

２．主催者等 

○主 催：社団法人ランドスケープコンサルタンツ協会関西支部 

社団法人日本造園学会関西支部 

○協 賛：社団法人日本造園建設業協会近畿総支部 

社団法人日本公園施設業協会関西支部 

社団法人日本植木協会関西ブロック 

日本水景協会関西支部 

○事務局：ランドスケープデザイン学生設計競技事務局 

担当；松田麻里、加我宏之 

（問い合わせ先は「■その他」を参照） 

 

■ 設計競技の内容 

１．設計競技のテーマ・内容 

・テーマ：ならのにわ 1301 

・内容： 

2010 年、古都奈良は遷都 1300 年を迎えました。旧平城宮跡や条坊制の都市構造は

大きな戦乱を経ることなく、第一次産業の風景のなかに保存され、また歴史的なま

ちなみの風景とともに継承されてきました。一方、東部の外京域は、東大寺、興福

寺、春日大社などの社寺の領域を中心としつつ、県庁、市役所など近代都市施設が

建設されてきました。明治 13 年太政官布達により指定された奈良公園は、名勝、都

市公園等制度上で変化しながら、同時に国立博物館や奈良シルクロード博覧会など、

都市規模の施設やイベントを受け入れてきました。 

今回の設計競技では、歴史的な文脈が重層した奈良の都市構造のなかに都市の「に

わ」を提示することを求めます。ランドスケープデザインが、①都市の文脈をいか

にくみとり、次世代に継承するか。②都市の近代化がもたらした文脈の齟齬の解決
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にどのように寄与しうるか。③地球環境時代の新たな都市形成に向けたさまざまな

機能、存在価値、関係性の再編への期待にいかに応えるか。これらは現在の多くの

都市に共通した課題です。 

その上で、条坊制の都市基盤構造や歴史的建築物への軸線など敷地に関わる古都

奈良の歴史を尊重しつつ、それらとの関係性を繊細に編み込みながら、既成概念に

とらわれすぎない、柔軟で新しい都市の「にわ」の姿を提案してください。①都市

の「にわ」を「ニワ」「庭」「園」「苑」「garden」…どのように解釈するか。②ラン

ドスケープデザインが、凍結保存、復元再生的な風景づくりの束縛を越えて、将来

に向けてどのように意思表示できるか。現代を生きる私たちから次世代への『贈り

物』として、遷都 1301 年からはじまる、新たな時代の都市の「にわ」の提案を期待

しています。 

２．設計競技の対象地（7頁以降の位置図、対象地平面図、対象地区域図を参照） 

・所在地：奈良県奈良市水門町南院畑 82（県営大仏前駐車場） 

・面 積：約 0.95ha 

３．対象地の概要・計画条件 

○ 基本条件 

・本設計競技は、学生を対象とした設計競技（アイデア・コンペティション）です。 

○ 対象敷地の概要 

・対象地は、明治 13 年の太政官布達によって開設された都市公園奈良公園の一部であ

り、また、大正 11 年の名勝奈良公園の指定範囲にも含まれています。奈良公園の

特徴は、芝生の園地や松林等で構成される公園と隣接する史跡、文化施設が混在し

て一つの観光エリアを形成していることにあり、一般的に奈良公園と呼ばれ認識さ

れているエリアは、上記の法規制の区域を越えて、東大寺や春日大社、国立博物館

などを包括する範囲をさしています。 

 ・対象地は、現在は大型バスのための県営駐車場として利用されていますが、東大寺

山門に近接した奈良公園の中でも非常にロケーションの良い場所にあることから、

今後、奈良公園の再整備計画が検討される場合には重要な役割を占める場所である

と考えられます。 

○ 要求図面 

１）平面図 

ⅰ）サイトプラン（S=1:200～1：300 程度、敷地面積：約 0.95ha） 

・敷地全体の空間デザインを明示する図面（ゾーニングレベルでは不可）。 

・敷地全体の空間デザインに必要な造成レベルや素材、また道幅の設定など、植

栽配置だけでなく図面の縮尺に適切な内容をすべて表現すること。 

・対象地は奈良県立都市公園奈良公園の一部であり、また、名勝奈良公園の一部

でもあるため、都市公園法、歴史的風土特別保存地区ならびに第一種風致地区

の法規制を受ける。ただし、本設計競技においては、計画可能な建築面積を敷

地面積の 1/10 以下とするが、その他の法的な規制については考慮する必要は

ないものとする。 

・敷地内の既存建物は取り除くことも可とする。 

ⅱ)詳細設計図（S=1:50～1：100 程度） 

・対象範囲は、設計主旨が最もよく伝わる部分を各自選定する。 

・複数個所を対象としてもよい。 
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２）断面図 

・敷地の横断面図２面以上（縮尺：適宜。） 

・詳細設計部分の断面図３面以上（縮尺：適宜。1 面は 1/50 以上の部分断面図とす

ること。） 

３）その他 

・作品タイトルと、設計趣旨を説明する文章（適宜） 

・透視図や模式図、部分詳細図、植栽計画図、模型写真など各自が必要と考えるも

の（適宜） 

 

■ 応募資格等 

１．応募資格 

学生であること。共同応募も可とします。 

応募者本人が、自分で現地調査を行うことを絶対条件とします。 

２．費用の負担 

本設計競技に関して応募者が要した費用は、全て応募者の負担とします。 

 

■ 募集要項 

１．応募の受付 

作品の提出をもって応募受付とします。 

２．現地調査 

対象地での見学、写真撮影および現地調査は各自、適宜自由に行ってください。ただ

し、対象地並びに周辺地域は多くの住民の方々が生活されていますので、現地調査等に

おいては住民の方々の迷惑とならないように良識ある行動をお願いします。 

３．提出すべき応募設計図書 

（１）Ａ１版パネル(着色図、フレームなしハレパネ)×２枚 

要求図面を上記パネル内にまとめて下さい。 

（２）縮小版（（１）の図のＡ３版カラー縮小図）×１部（2枚） 

（３）応募用紙（５頁を参照）×１枚 

４．設計図書の作成要項 

表現方法は原則として自由です。ただし、公正を期すため、表面には応募者名等、応

募者を特定できるものは一切明記しないこと。作品の整理のため、Ａ１版パネルならび

に縮小版の裏面に応募者名、住所、在籍学校名を記入して下さい。 

５．提出期限 

2010 年 11 月 25 日（木）PM5：00 必着（郵送または持参） 

６．提出先 

〒540-0012 大阪市中央区谷町２－２－２２ ＮＳビル５Ｆ TEL06－6942－1877 

（株）総合計画機構 内「ランドスケープデザイン学生設計競技事務局」（担当：松田） 

７．作品の帰属及び返還 

応募作品並びに入賞作品の取り扱いは、ランドスケープデザイン学生設計競技事務局

に委任され、著作権は主催者に帰属するものとします。また、主催者は本設計競技に関
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する公表及び展示、作品集等に応募設計図書を使用できるものとします。 

応募書類等、応募者から提出された図書は返却しません。（当方で処分します） 

 

■ 選考方法 

１．選考委員会 

本設計競技の審査は、主催者が設置する選考委員会が行います。 

２．選考委員 

委員長：宮城 俊作（奈良女子大学生活環境学部 教授） 

 委 員：岸  和郎（京都大学大学院工学研究科建築学専攻 教授） 

     篠沢 健太（大阪芸術大学大学環境デザイン学科 准教授） 

     丸茂  喬（株式会社 マルモ出版「ﾗﾝﾄﾞｽｹｰﾌﾟﾃﾞｻﾞｲﾝ」編集長） 

     吉田 昌弘（社団法人 ﾗﾝﾄﾞｽｹｰﾌﾟｺﾝｻﾙﾀﾝﾂ協会 関西支部長） 

３．選考方法 

選考は、二段階方式で行います。 

① 第一次審査 

選考委員会は、提出された応募図書により審査を行います。選考は提出者の名前

を一切匿名にして行います。選考委員会は、設計競技提案内容を総合的に検討し、

本設計競技の条件に適合した優れた設計提案を５～10 作品選考します。 

② 第二次審査 

第一次審査で選考された作品の応募者には、2010 年 12 月上旬に予定されている

第二次審査会において応募者本人による設計内容のプレゼンテーションを行って

いただき、審査委員との質疑応答の機会を与えます。 

選考委員会は、第一次審査選考作品のプレゼンテーションならびに質疑応答を参

考に、最優秀賞等の選考を行います。 

ただし、選考委員会における選考の結果、本設計競技に相応しい提案がない場合、

該当なしとすることがあります。 

４．入選者の決定・通知・発表 

主催者は、選考委員会の選考結果に基づき、2010 年 12 月 4 日（土）までに、第一次

審査選考作品提案の代表者に電話等にて選考結果ならびに第二次審査会（プレゼンテー

ション、2010 年 12 月初旬予定）の日程等を連絡します。 

また、（社）ランドスケープコンサルタンツ協会関西支部ホームページ 

（http://www.cla-kansai.jp）ならびに、業界関連誌に公表します。 

 

■ 賞金等 

１．賞金 

主催者は、選考委員会の選考結果に基づき入賞作品を決定します。本設計競技の入賞

は、最優秀賞１点、優秀賞数点、佳作数点を予定します。それぞれの賞金は以下のとお

りです。 

・最優秀賞：１０万円 

・優 秀 賞： ３万円 

・佳  作： １万円 
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２．授賞式 

授賞式及び審査講評は、みどりの５団体（※1）年末交流会（2010 年 12 月中旬予定）

にて行う予定です。（日時・会場等の詳細は後日（社）ランドスケープコンサルタンツ

協会関西支部ホームページにて公表し、受賞者には電話等で連絡します。） 

（※1）：みどりの５団体とは、みどりに携わる関西の企業による５団体のことであり、

市民も含めた各界の人々との交流やパートナーシップ等により、真に豊かな緑

の環境づくりの推進に貢献するための様々な活動を行っています。 

 

■ その他 

１．問い合わせ先 

本設計競技に対するお問合せは、基本的に e-mail にてお願いします。 

また、内容に対する質疑や審査結果についてのお問合せは一切受け付けません。 

問合せ先：「ランドスケープデザイン学生設計競技事務局」 

株式会社 総合計画機構 内 松田 e-mail：cla-k@macrovision.co.jp 

２．募集要項のダウンロード 

本設計競技募集要項は、CLA 関西ホームページ（http://www.cla-kansai.jp）よりダ

ウンロードすることができます。 

３．ランドスケープデザイン学生設計競技事務局及び企画メンバー 

赤澤宏樹（兵庫県立大学）       加我宏之（大阪府立大学） 

荘田隆久（㈱都市環境ランドスケープ） 武田史朗（立命館大学） 

中西広樹（㈱ヘッズ）         長濱伸貴（神戸芸術工科大学） 

松田麻里（㈱総合計画機構）      村上修一（滋賀県立大学） 
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「第 10 回 ランドスケープデザイン学生設計競技」 

 

＜応募用紙＞ 

(1)作品タイトル： 

 

 

(2)応募者名 

・ 代表者名： 

・ 住所：〒  － 

・ T E L： 

※携帯電話等、昼間に連絡の取りやすい連絡先としてください。 

・ F A X： 

・ e - m a i l： 

・ 共同応募者名：  

※代表者名、共同応募者名には、必ずフリガナを付けてください。 

 

(3)所属学校（学校名、所属学科、専攻・研究室等） 

 

 

 

＜アンケート＞ 

※学生設計競技へのご応募、有難うございます。できましたら次のアンケートにお答えくだ

さい。ご協力有難うございます。 

 

（質問）：この学生設計競技を何によって知りましたか？ 

当てはまるもの全てに○を付けてください。 

①ホームページ 

②学校の掲示板 

③学校の研究室 

④学校の先生の紹介 

⑤学校の先輩の紹介 

⑥雑誌（ﾗﾝﾄﾞｽｹｰﾌﾟﾃﾞｻﾞｲﾝ） 

⑦その他（                              ） 
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■設計競技対象地 位置図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■設計競技対象地 現況写真 
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■設計競技対象地 平面図 
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■設計競技対象地 区域図 

・設計対象地 

 ただし、計画提案の必要に応じて周辺との一体的な

検討提案を行うこと。 
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